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地球環境問題への取り組み
<地球と共に>

コマツは、成長戦略を通じて社会課題の解決と収益向上の好循環を生み出し、持続的な成長を実現するうえで、自然資本は欠かせないものの一つだ

と考えています。かけがえのない地球環境を健全な状態で次の世代に引き継ぐため、環境保全活動を経営の最優先課題の一つとして位置付け、あら

ゆる事業活動において環境保全に取り組みます。

　コマツは1992年に地球環境方針を定め、環境保全活動を経営の最優
先課題の一つに位置付け、気候変動をはじめとした環境問題の解決に向

けた取り組みを業界に先駆けて積極的に推進してきました。さらに、事

業活動が気候変動だけではなく生態系に与える影響も認識し、2011年に
「生物多様性宣言」と「ガイドライン」を制定し、生物多様性の保全に向

けた活動をグローバルに展開しています。

（1）ガバナンス
　コマツは、気候変動と自然関連への対応を重要な経営課題の一つとし

て認識し、事業戦略の目標に織り込み、各委員会で議論を重ねています。

各委員会での議題はこちらをご覧ください。

　2020年のTCFD開示以降、これら4つのテーマにフォーカスして毎年
更新を行っています。これまでに開示したシナリオ分析の内容については

下図とこちらをご覧ください。

（2）戦略
①リスクと機会の特定

　事業に関連するリスクと機会の特定にあたり、「TCFD最終報告書」の
事例を参照しました。対象範囲はコマツグループの事業全般とし、特に影

響の大きい建設・鉱山機械事業を中心に、16のリスクと機会を抽出しまし
た。さらに、収益などに影響する内的要因と、シナリオ下で想定される外

的要因を評価したうえで、4つのテーマ（「資源需要の変化」「低炭素製品
への移行」「製造コスト」「自然災害」）にグルーピングしました。

*1 STEPS（The Stated Policies Scenario）：IEAが公表している将来見通しの一つ。各国政府が現在公表している政策や規制が今後も継続すると想定したシナリオ
*2 NZE（Net Zero Emissions by 2050 Scenario）：IEAが公表している将来見通しの一つ。2050年までに世界全体のCO2排出量をネットゼロにすることを想定したシナリオ
*3 ICP（Internal Carbon Pricing）：設備投資などで得たCO2削減効果を、コスト改善効果と同一の価値と捉えて設備投資の採算性を評価することにより、環境改善投資の優先度を上げる仕組み

②シナリオ分析の前提条件

　リスクと機会がコマツグループに与える影響を測るため、前述の4つ
のテーマに対してシナリオ分析を行いました。分析にあたっては、気候

変動に関する政府間パネル（IPCC）第5次評価報告書「代表的濃度経路
に関する将来シナリオ（RCP2.6、RCP8.5シナリオ）」、同第6次評価報
告書「SSP5-8.5」、国際エネルギー機関（IEA）「持続可能な開発シナリオ
（SDS）」「公表政策シナリオ（STEPS*1）」「Net Zero by 2050（NZE*2）」

を参照し、1.5°C、2°Cおよび4°Cシナリオを選択しました。

　コマツは、2019年4月に気候関連財務情報開示タスクフォース（TCFD）
に賛同し、気候変動がコマツグループに及ぼすリスクと機会の評価やシナ

リオ分析、ステークホルダーとの健全な対話を通じて、気候変動に取り組

んでいます。

　2021年11月に開催された国連気候変動枠組条約第26回締約国会議
（COP26）では、産業革命前からの気温上昇を1.5°Cに抑える努力を追求
するとした合意文書が採択されました。さらに、2023年11～12月に開催
された国連気候変動枠組条約第28回締約国会議（COP28）では、1.5°C
目標達成のためにCO2などの温室効果ガスの排出削減を加速させること

が合意されました。

　こうした国際動向を踏まえ、コマツは従来の2°Cおよび4°Cシナリオに加
え、2022年度から1.5°Cシナリオを含む分析結果を毎年開示しています。

■ 地球環境問題への基本的な考え方

■ 気候変動への取り組み（TCFD提言に基づく情報開示）

コマツ地球環境方針（ESG データブック P.144）Web

サステナビリティマネジメントP.47

4つのテーマに関するシナリオ分析（ESG データブック P.177）Web

生物多様性宣言・ガイドライン（ESG データブック P.181）Web

気候変動におけるリスクと機会の特定

16のリスク・機会 4つのテーマ

・石炭需要の変化
・顧客・投資家の評判変化

・炭素価格
・再エネ技術の普及
・原材料価格

・エネルギー価格
・資源の再生利用

・環境規制
・電動化
・再エネ省エネ補助金

・代替燃料技術
・次世代技術サービス
（新市場）

・異常気象の増加
・降水量・気象パターンの変動

・平均気温の上昇
・海面の上昇

資源需要
の変化

・石炭需要減少
・電動化関連資源需要の増大

製造
コスト

・炭素価格*上昇による
製造コストの増大
*CO2排出抑制のために、CO2に課税する政策

低炭素
製品への
移行

・燃費規制の強化
・電動化、次世代技術の進展

自然災害
・異常気象による降雨量
増大、洪水発生リスク増大
・「国土強靭化」に伴う需要の増大

シナリオ分析　開示実績（年度）

•  ハードロックビジネス拡大（1.5°C)（2022）

•  建設・鉱山機械の電動化推進（2°C）（2021）
•  電動建機の安定的な開発に向けたバッテリー戦略 
（1.5°C）（2025）

•  生産拠点の炭素税（1.5°C/2°C）（2023）
•  ICP*3の取り組み（1.5°C）（2023）

•  洪水被害額の算出（1.5°C/2°C/4°C）（2024）

https://komatsu.disclosure.site/jp/csr/pdf/KomatsuCSR2026_jp.pdf#page=145
https://komatsu.disclosure.site/jp/csr/pdf/KomatsuCSR2026_jp.pdf#page=182
https://komatsu.disclosure.site/jp/csr/pdf/KomatsuCSR2026_jp.pdf#page=178
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< 地球と共に > 地球環境問題への取り組み

③4つのテーマに関するそれぞれのリスクと機会および戦略

＜銅鉱山で次世代マイニングトラックが稼働開始＞

　欧州最大級の銅鉱山にて次世代マイニングトラック「パワー・アグノス

ティック・トラック」が稼働を開始しました。ディーゼルからバッテリーや

水素などの多様な動力源に交換可能なモジュラー設計を採用しており、将

来的にお客さまのニーズに合わせてより環境負荷の低い動力源への柔軟

な切り替えが可能です。

＜水素燃料電池搭載油圧ショベルの実証実験を実施＞

　株式会社大林組、岩谷産業株式会社と共に、日本で初めて建設現場に

おける水素燃料電池搭載油圧ショベルの実証実験を実施しました。従来

のディーゼル機並みの作業性能に加え、低騒音や振動低減による作業環

境改善を確認するとともに、水素供給・充填方法や実運用に向けた課題を

検証しました。

＜インドネシアにスマート組立工場を新設＞

　コマツインドネシアは、同国における競争力強化とCO2排出量削減に向

け、スマート組立工場を新設しました。生産プロセス全体に自動化・デジ

タル化を導入するとともに、部品供給システムに自動搬送車（AGV）を活
用することで、生産性・効率性の向上と環境負荷低減を実現しています。

テーマ1  資源需要の変化

リ
ス
ク

•  化石燃料発電と使用への規制
•  石炭生産量の大幅な減少
•  石炭鉱山への投資意欲が減少
•  コマツの石炭顧客向け売上げの減少

機
会

•  化石燃料で動く機械が電動化へ急速に転換
•  電動化（モーター、バッテリー、燃料電池など）に必要な銅などの需要が
増加

•  電動化が進み、銅鉱山や銅関連顧客向けのコマツの売上げが増加
•  鉱山の効率化のための投資が増大

戦
略

中期経営計画に示す事業ポートフォリオに基づき、資源需要の変化がも
たらす機会を開拓し、持続的成長を実現する
＜主な重点活動＞
•  坑内掘りハードロック事業の拡大
•  需要変化に迅速に対応する鉱山機械の自動化・遠隔操作化
•  オープン・テクノロジー・プラットフォームの推進による生産性の向上

テーマ2  低炭素製品への移行

リ
ス
ク

•  低排出規制による開発・設備投資コスト増加
•  顧客の電動化要望に対応できない場合の売上げ減少
•  技術開発と競争軸の急激な変化、新規競争者の参入
•  顧客主導により駆動コンポーネントが開発・製造されるようになり、 
長期的な技術優位性の低下

機
会

•  電動建機や低燃費化、あるいはバイオ燃料に対応した建機の需要増大 
により売上げが増加。先行市場・顧客の変化に対応することにより、 
今後想定される他市場の変化にも迅速に対応できる

•  循環型経済への移行でリマニュファクチャリング（リマン）事業が拡大
•  低炭素化に効果があるソリューションビジネスの需要が増加
•  蓄電池など高品質なコンポーネントを量産効果で安定供給できる提携・
調達先を確保することで、製品の信頼性が高まる

戦
略

カーボンニュートラルを達成するための活動を実施し、世界が求める 
低炭素製品への移行に応える
＜主な重点活動＞
•  バッテリー・水素燃料電池などを搭載した電動化機械の開発
•  カーボンニュートラル燃料・水素に対応する動力源の開発
•  スマートコンストラクション®などのソリューション事業のグローバル展
開

•  林業機械事業やリマン事業の拡大による循環型ビジネスの促進

テーマ3  製造コスト

リ
ス
ク

•  化石燃料、排出 CO2に対する課税
•  購入品の価格上昇
•  CO2排出量が少ない生産設備への投資によるコスト増加

機
会 •  CO2排出量を削減する生産技術による競争力の向上

戦
略

CO2削減目標や再生可能エネルギー使用率の目標達成でコスト上昇緩
和、環境負荷の低い生産工場を実現
＜主な重点活動＞
•  地球環境負荷ゼロ工場の推進
•  Scope1、2 の省エネや再生可能エネルギーの設備投資判断に、インター
ナル・カーボン・プライシング（ICP、設定価格 CO21トン当たり300米ド
ル*）を活用、CO2削減投資の促進

*  価格設定にあたり、価格の根拠や算定方法については「インターナルカーボンプライシ
ング活用ガイドライン」（環境省、2020年3月）に基づき検討。4種類の価格設定方法のう
ち、「脱炭素投資を促す価格に向けた社内討議」を踏まえた方法を採用
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中施工ロボットは、作業機の自動制御とICT機能を活用し、熟練技術に依
存することなく、安全で快適なオフィスから遠隔操縦による高効率・高精

度な水中工事を目指しています。2023年7月にはコンセプトマシンが完
成し、河川や漁港などでの実証を行ってきました。

（3）リスク管理
　気候変動および自然関連の主なリスクと機会は、個々の戦略のなかで

記載しています。これらはリスク管理規程をはじめとしたコマツグループ

全体のリスク管理プロセスに組み込まれており、個々の戦略や重点活動に

関しては、コーポレートリスクの一部として管理されています。

（4）指標・目標

　気候変動以外の自然関連の指標および目標として、水使用量や廃棄物

量などの目標を掲げています。詳細は、「ESGデータブック2026」を参照
ください。

　環境投資状況を含めた2025年度の活動実績は、こちらをご覧ください。

　2025年の大阪・関西万博では、コマツと青木あすなろ建設株式会社は
「未来の水中工事」をテーマに展示を行い、水中施工ロボットを活用した

水中工事が人々の命と暮らしを守る未来像を紹介しました。防災・災害復

旧に加え、再生可能エネルギー関連の水中工事や藻場・干潟造成など、脱

炭素社会への貢献も期待されていることから、コマツは引き続き、水中施

工ロボットを活用した施工の実現を目指していきます。

テーマ4  自然災害

リ
ス
ク

•  異常気象による大雨・洪水の頻度や強度の増加
•  コマツの工場での被災による操業停止
•  協力企業（サプライヤー）が被災した際の部品供給の遅れ

機
会 •  治水工事などの国土強靭化に向けた需要の増加

戦
略

バリューチェーン全体で大雨・洪水対策を行う（物理リスクに対応）
＜主な重点活動＞
•  環境変動に強い生産調達体制の強化（部品調達におけるマルチソース
比率の拡大） 経営指標 経営目標

環境負荷 
低減

•  CO2排出削減  
自社排出（総量）： 2030年50%減（2010年比）  
製品使用による排出（原単位）：  
  2030年50%減（2010年比）  
〈チャレンジ目標〉2050年カーボンニュートラル
•  再生可能エネルギー使用率：2030年50%

< 地球と共に > 地球環境問題への取り組み

＜未来の水中工事を実現する水中施工ロボット＞

　気候変動により激甚化・頻発化する自然災害への備えや災害発生後の

復旧対応のため、危険な水際や浅水域での工事ニーズが高まっています。

コマツでは、1971年にラジコン操縦の水陸両用ブルドーザーの量産を開
始し、東日本大震災の災害復興などの水中工事にこれまで活用されてき

ました。

　現在、コマツは、上記の自然災害への対応力向上だけでなく、少子高

齢化などによる工事の担い手不足といった社会課題の解決に向け、水中

工事の知見を持つ青木あすなろ建設株式会社と共に、水陸両用ブルドー

ザーを進化させた電動式の水中施工ロボットの開発を進めています。水

ダムの浚渫作業を行う水陸両用ブルドーザー

港湾で実証実験中の水中施工ロボットのコンセプトマシン

大阪・関西万博での展示プレイス

中長期目標と進捗（ESG データブック P.147）Web

2025年度の環境活動実績（ESGデータブック P.197）Web

サステナビリティ

https://komatsu.disclosure.site/jp/csr/pdf/KomatsuCSR2026_jp.pdf#page=148
https://komatsu.disclosure.site/jp/csr/pdf/KomatsuCSR2026_jp.pdf#page=198
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の資源使用低減に貢献しています。土壌・水環境への配慮が求められる

現場では、適切な施工計画とオペレーションを支援し、自然への影響低減

に取り組んでいます。

　また、コンポーネントの再生・再利用により一次資源の投入抑制につな

がるリマン・リビルド事業や、森林資源を持続的に活用する循環型林業を

支える林業機械事業を通じて循環型社会の構築にも貢献しています。こ

うした事業を、自然関連リスクの低減に加え、ネイチャーポジティブへの

貢献が期待される取り組みと位置付けています。

　当社は、地域固有の生態系に配慮した「1拠点1テーマ活動」を展開し
ており、拠点内だけでなく、ステークホルダーの皆さまと共に、鉱山跡地

の森林・農地再生や植林による緑地拡大などにグローバルで継続的に取

り組んでいます。今後も事業を通じた価値創造の観点から活動の拡充を

検討するとともに、協力企業（サプライヤー）やお客さまをはじめとするス

テークホルダーの皆さまとの連携を通じて、ネイチャーポジティブへの貢

献に向けた取り組みを加速していきます。加えて、このたび把握した自然

への依存・影響を起点として、事業における自然関連のリスクと機会の特

定・評価を進め、レジリエンスの更なる強化につなげていきます。

< 地球と共に > 地球環境問題への取り組み

　2022年12月に開催された国連生物多様性条約第15回締約国会議
（COP15）で、2030年のネイチャーポジティブ（生物多様性の損失を食
い止め、回復させること）実現が採択されました。コマツでは中期経営計

画においてネイチャーポジティブを重点活動の一つとして設定し、製品・

サービス・ソリューションおよびバリューチェーン全般を通じた生物多様

性保全の取り組み強化を進めています。

（1） 自然への依存・影響の把握
　コマツは、事業活動全体と自然との関係性を把握するため、自然関連財

務情報開示タスクフォース（TNFD）を参考に、自然資本への依存度や影
響度を分析できるENCOREを用いて業種や生産プロセス単位でスクリー
ニングを実施しました。対象は連結売上高の約9割を占める建設機械・車
両事業の上流・直接操業・下流です。

＜対象＞

● 上流の主要な原材料：  
石油・ガス、鉱業・製鉄、化学、タイヤ・ゴム、物流

● 直接操業：機械組立、金属加工
● 下流の主要な製品使用：建設機械、鉱山機械、林業機械

　スクリーニングの結果、上流・直接操業・下流において、自然への依存・

影響が相対的に大きい項目を下表のとおり確認しました。

（2） 自然への依存・影響が大きい環境カテゴリーに対する当社の対応
　当社は、自然関連については一律の指標では事業全体を評価できず、立

地別の状況を踏まえた対応が重要と認識しています。直接操業において

は、主要生産拠点とその近接地域の生物多様性関連リスクとENCORE
で整理した重要項目との関係を把握するため、WWF Biodiversity Risk 
Filter*も活用しました。ENCOREで相対的に高いと整理された「水関連
の自然への依存」や「汚染関連の自然への影響」に関し、自然条件と生産

拠点の立地を照合した結果、「汚染」は立地地域の特性を踏まえても留意

が必要であることを確認しました。

　当社は「地球環境方針」のもと、CO2排出削減や水使用量に関するKPI
を設定し、グループ全体で取り組んできました。生物多様性を含む自然

関連リスクについては全社的なリスク管理プロセスに統合して確認し、大

気・土壌・地下水・騒音などの環境汚染リスクについてはISO 14001の枠
組みのなかで各地域の環境法令・規制に加え、自社基準も含めた遵守を

徹底しています。また、M&Aにおいては環境デューデリジェンスを実施し、
法令・規制の遵守状況や潜在的な環境汚染リスクを確認しています。

　今回の分析を通じて、自然への依存が事業活動の前提であることを再

認識し、これまで推進してきた環境への取り組みが自然関連の課題への

対応にも整合していることを確認しました。

　調達では、「CSR調達ガイドライン」および「グリーン調達ガイドライン」
に基づき、環境に配慮した原材料・部品の調達推進に加え、協力企業（サ

プライヤー）と連携した環境マネジメント認証の取得促進や環境負荷の低

減活動に取り組んでいます。今後は、自然関連も踏まえた協力企業（サプ

ライヤー）との対話を更に充実させるとともに、取り組みの実効性を一層

高め、上流におけるリスク低減と機会創出につなげていきます。

　お客さまには、製品・サービス・ソリューションの提供を通じて、建設・

鉱山現場の環境負荷低減を支援しています。低炭素化に貢献する製品や、

稼働データの可視化で運用改善を支援するソリューションにより、現場で

■ 自然関連への取り組み

自然への依存・影響として重要度が高い主な項目

区分 直接操業（金属加工工程）
上流の主要原材料 
下流の主要な製品使用

自然への依存
（事業が自然から
受けている恩恵）

•  安定した水供給の確保
•  水流変動が抑制された環境

•  安定した降雨パターン
•  水質が浄化・維持された環境
•  土壌浸食が抑制され、地盤が安定 
した環境

•  地球規模で気候が安定した環境

自然への影響
（事業が自然に 
与える変化）

•  温室効果ガスおよび大気 
汚染物質の排出

•  土壌・水質への汚染負荷
•  騒音・光などによる撹乱

•  土壌・水質への汚染負荷
•  騒音・光などによる撹乱
•  淡水への環境負荷

気候変動対応（ESG データブック P.152）Web

調達の方針・ガイドライン（ESG データブック P.100）Web

生物多様性活動（ESG データブック P.182）Web

みどり会会員企業への支援（環境）（ESG データブック P.123） Web

販売・サービス会社における環境への取り組み（ESG データブック P.166）Web

循環型社会形成への取り組み（ESG データブック P.159）Web

環境リスクマネジメント（ESG データブック P.168）Web

ISO 14001認証取得の状況（ESG データブック P.148）Web

インドネシアにおける
マングローブの
環境保全活動

*  WWF Biodiversity Risk Filter：企業の事業拠点やサプライチェーンなどにおいて生物多様性関連のリスクをスクリーニング・評価するためのツール

サステナビリティ

https://komatsu.disclosure.site/jp/csr/pdf/KomatsuCSR2026_jp.pdf#page=153
https://komatsu.disclosure.site/jp/csr/pdf/KomatsuCSR2026_jp.pdf#page=169
https://komatsu.disclosure.site/jp/csr/pdf/KomatsuCSR2026_jp.pdf#page=149
https://komatsu.disclosure.site/jp/csr/pdf/KomatsuCSR2026_jp.pdf#page=101
https://komatsu.disclosure.site/jp/csr/pdf/KomatsuCSR2026_jp.pdf#page=124
https://komatsu.disclosure.site/jp/csr/pdf/KomatsuCSR2026_jp.pdf#page=167
https://komatsu.disclosure.site/jp/csr/pdf/KomatsuCSR2026_jp.pdf#page=160
https://komatsu.disclosure.site/jp/csr/pdf/KomatsuCSR2026_jp.pdf#page=183
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集材・搬出工程における安全性と生産性の向上を支援しています。

　この中核を担うのが、林業機械から得られた情報をクラウド上で一元管

理し、森林管理や作業工程の最適化を支援する「Smart Forestry コネ
クテッドサービス」です。林業機械から取得した位置情報や稼働状況、生

産実績などのデータをクラウド上に集約することで、機械配置の最適化や

作業者間の情報共有による重複作業の抑制、計画的なメンテナンスによ

るダウンタイムの低減を実現し、林業現場の生産性の向上に貢献します。

　また、更なる生産性の向上に向けて、森林資源の把握から伐採、搬出、

再造林計画に至るまで、循環型林業のプロセス全体を一貫して支援する

システムの開発を進めています。デジタル情報を活用して森林資源の循

環利用を定量的に管理でき、従来は経験や勘に依存していた意思決定の

高度化を支援し、効率的な森林経営の実現に貢献します。

　コマツは、お客さま、代理店、地域社会の皆さまと共に、社会課題解決

KPIの活動テーマである「持続可能な循環型林業を支援するソリューショ
ン提供」を通じて、林業の機械化・自動化とデータ活用により森林経営の

高度化と林業現場の安全性・生産性向上を推進し、循環型林業の拡大に

貢献していきます。

年には、間伐作業に適した軽量・小型な林業機械を展開するMalwa 
Forest社を買収しました。樹木の成長促進には適切な間伐が必要な一
方、間伐作業により樹木の根が損傷すると成長に悪影響を及ぼす可能性

があります。特に北欧地域では、温暖化に伴う融雪や豪雨の影響で、土壌

が緩み軟弱な状態が続く期間が長期化しています。同社製品は、作業に

必要な林道や作業スペースを最小限に抑えられるため、土壌や樹木への

影響を低減しながら効率的な間伐を行えます。

　また、このようなラインアップの拡充に加え、林業機械の自動化にも取

り組んでおり、2025年には運転支援機能を搭載したコンセプトマシンを
欧州にて公開しました。現在、オペレーターは車両の走行操作と木材の

積み込み作業を並行して行っています。このコンセプトマシンは走行を自

動化することで積み込み作業に専念できるようになり、生産性の向上につ

ながります。また、搭載したセンサーが周囲の人を検知することで、接触

事故リスクの低減など作業時の安全性向上にも貢献します。コマツは、林

業の機械化や自動化に関する研究・開発を進め、循環型林業プロセス全

体における価値創造に貢献していきます。

　森林管理ソリューションについては、林業のデジタル化を通じ、伐採や

< 地球と共に > 地球環境問題への取り組み

　森林は、CO2の吸収・固定、生物多様性の保全など、地球環境におい

て重要な機能を担っています。一方で、世界人口の増加に伴い、建築用

木材の需要拡大に加え、プラスチックの代替としてパルプ材などの需要

も中長期的な増加が見込まれています。このため、森林が持つ環境機能

を維持しながら木材資源を持続的に活用できる循環型林業の拡大が求

められています。

　循環型林業は、木材を伐採するだけでなく、伐採地に新たな苗木を植

え、適切に育て、新たな木材として再伐採する循環を持続的に継続する

取り組みであり、この循環が、森林の機能維持と資源活用の両立につな

がります。

　しかし、循環型林業の拡大に向けては、再造林に必要な追加コストに

加え、少子高齢化に伴う労働人口の減少や、安全で効率的な作業環境の

確保など、林業が長年抱える課題の解決も重要となります。

　このような課題の解決に向けて、コマツは林業の機械化と森林管理ソ

リューションの両面から取り組むことで、森林管理の各工程における安全

性と生産性の向上を図り、循環型林業の普及に貢献していきます。

　林業の機械化については、製品ラインアップの拡充を進めており、2026

■ 持続可能な循環型林業を支援するソリューション提供

植林作業を行う油圧ショベル 積雪した林道を進むMalwa Forest社の林業機械 Smart Forestryのサービスを利用した作業工程の共有

サステナビリティ
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